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はじめに

いまではあらゆるところで使わ:a ている โ グロᅳバル化」ということばで 

すが、その,& 味をiiijわれると、โ 多様な人たちとの* 流」といった« 然と ᄂ 

たイ メᅳy を思い描く 人が^いのではないでᄂよ うか N 境をはじめと ᄂた 

r境界# 」を越えて広がるグロᅳバルなっながりがあるからこそ、私たちの 

替らᄂが成り ぐ/ไっているのはまぎれもない야^です ところがそのっながり 

がっくり出ᄂた現象のなかには、たとえば格差社会や環境W染、移民の增加 

といへた後雑な問題もf t まれます こう ᄂた[ทเ題を掘り ドげて考えていく と、 

多様^人たちと私たちとの人り紐んだ;J関係がみえてくるはずですo ᄂかも 

そこてのかかわりには、「交流」というどこかポジティブな현きをもっことば 

ではr い表せない現実があるのではないで ᄂ ようか。

でに、「多様な人」の中身はどう なっているでᄂ ようか 0 W 緒を基準と ᄂた 

アメ1 力人や中国ᄉ、ブラジルA などをその例と ᄂてあげる人は、少なくな 

いで L よう。それも多様な社会を構成する一っの要素ではありますが、そこ 

に贫Ê やジェンダᅳ、性的指向、障害のある/ なᄂといった違いや、移民や 

雜K であるといった状況などを加味ᄂて、具体的なかかわりあいが生まれる 

現場장眺める と、異なる様相が浮かんできますo

こ:t  までとは違った視点でまわりを見わたすと、意外と 身近な ところに 自 

分と <:«なる 文化 ๙:を もっ入たちがいるのに気づく はずです。ค 分と変わ 

らない日常を送っていると思っていた隣人がそうではなかったと気づく、っ 

ま |)않 らの「あたり まえ」がそうではなかったと知る と、これまで平気で他 

者をftっI tていたf i分がみえてくるかもᄂれません0 あるいは、t t J r e 通用 

ᄂている「あたりまえ」に傷っけられたt ì分を通ᄂて、その理不尽さがまか 

り通Õ社Ố をどう変えていけるのかを考えはじめるかも ᄂれません。โ異文化 

コミニニケᅳ シ ヨン」 の学びは、โあたりまえ」を疑Ò ところから始まる と 

いっても過ส ัではないでᄂよ う。

本符では、グロᅳバル社会のなかでこれまでみすごされてきた、身近な



โ異」 を取りあげ、差異が生み出すさまざまな関係性がどういうものかを明ら

かに ᄂ ます。そこに生じる 不均衡 な 力 閲係の維持に 加 Í»Ị ᄂ たままでいるのか、 

それとも変えていこうとするのか、コミ 그 二ケーシ ヨ ン の 〈想 像 创造する 

力〉が試されているといえるでᄂょう0

本齊は、 3 部構成となっています0

まず、「異文化コミ 그ニケᅳシ ヨン」を学ぶ Ồ えでの基礎的な概念がわかり 

やすく説明されているのが、第 I 部 「基礎編」です。読み進めていくと、โ文 

化」โアイデンティティ」「コミュニケᅳ シ ヨン」โ言語」「非言語」「メディア」 

「グローバル化」についての理解が深まるようなつくりになっています0 |비時 

に、 さまざまな現象を批判的に分析するための多数の提言が記されています。

第n 部 โ 応用編」は、基礎的な概念を応用ᄂて、コミュニケᅳシヨンのさ 

まざまな짜場の分pf - <5•향を行った叫っの여で構成されています I コミュ二 

ケーシ ヨン」がどうい ว ้ 사 をもちうるかについて、公^資料節と 公ไ*Íマ ンガ 

という メディ アを通ᄂた W 文化体験から^ えてい く のが、 95 6 Ợ: です ® 7 

^ では、〈外W語 = i y s 〉というส 語ั選択や、ネイテイブをírt点とL た ỉiịũ / i 

하のヒエラルキᅳといった思い込みを問いなおᄂ、พ.i :化^践と ᄂて없7 :を 

学ぶặ:要性についてみていき ます * 8 Ợ -では、「11ᄊ」や โ แ ^ A•化」にっ 

いて話を求められる異文化交流の場で、私たちは何を๙ ればよいのかについ 

て考えてみます。 第 9 하では、さまざ Ì  な i 化 한  をもつ人たちが i / í:する 

企菜内の「多 I 비路チᅳム」を分析の対象と ᄂて取り あげ、「コミュニケ •一 シヨ 

ン」と โアイデンティテイ」の課題を探っていきます,,

時間軸と空間袖をもう少ᄂ広げて、โ異文化コミ그ニケᅳシヨン」 について 

考えるための四つの후が収められているのが、第โท部 โ発展하น  です。まず 

第】0 章では、 1950 年代にまでさかのばって、r[J 本人」という イメ ᅳジが ᄌ 

ポᅳツ奴戟を通ᄂていかにつく られたのかをみていき ます。そ ᄂて次の第 11 

章では、ドイツにおける移民 •難民問題から、多文化社会の課題を探ってみ 

ます。 H 本でもそう遠くない将来、 同様の問題が起こりうることがそこでは 

示唆されています0 明治時代の滴説から始まり、現在の โ スピーチJ や 「プ



レ ゼン_ へと いたる把1i!  的호행 から、公の 싸において i •化や政治を語る 行為 

の.& 味r 探っていくのが^ 12 0 です ^  \ 'A ヴでは、私たちのまわりにある、 

みえる みえない โ境짜線」にっいて^ えます |K|iÈや人神:、ivl族といった 

みえる「植^ 線」だけでなく、みえに くく なっている [境界線」を意識的に 

みていく こと、そᄂて越境 • ■擒することの.S:義について^んでいき ます。

み進めていくと、极雜化する グロᅳバル社会のなかで、複眼的に

象を 捉える ことの*  要 n: が^  感できる のでは ないで ᄂ ょう か C,

ft 章 , i、 や イラストと、왕近な 出)늑하や fỉ:会 的な 하 象を표せたぺᅳジ 

から始まります, そこでは、みなさんに^えてほᄂい課題を提ᅩᄂています 

また、その Ộ  の内 f f  を押解するためのキᅳ ワードもあげておき ま ᄂた。本文 

中には、そこで論じられている KlểíH시既念について参照すべき 후やぺᅳジが、 

随所にW 人されています 閲連する^ と* 機的につなげて考えられれば、 與 

文化コミ 그ニケᅳ シ ヨ ンに対する理解がさらに深まっていくはずです。

후 未の「Its your turn•デイ ᄌカツ シ ヨンのために」では、質問およびデイ 

ᄌヵッシヨ ンのテᅳマといỒ かたちで、各ệ の内容を理解するための重要な 

ポイントをあげま ᄂた。 「Lets try. さらに考えるために」は、各孝のテᅳマ 

についてよ り深く学びたい人に때けて# かれたものですo そこでは参考図齊 

もあげていますので、興味を覚えたA はぜひ手にとって、その章の理解をさ 

らに深めてください0 また、โ参考文献」と ᄂて、本文中で引用されている 

文献を一할にᄂて 향 ベま ᄂた (fl+MỈÍŨi50 하關、英語はアルファベット順 >0 

それらの本や論文 も、よ り 広い^  問の tit 界へと 導いて くれる はずです。

最後になり まᄂたが、 Í修社編集部の松部さんにお礼を中ᄂ上げます。 

松居さんのおかげで、限られた時問のなかで本화が充実 ᄂた内容と なったの 

は間違いあり ません,, 本서にありがとう ございま ᄂたo

編 •を代表ᄂて 

池田理知子
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